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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熟児ユ2例（生下時体重3．O彫以上，月令2～6ケ月（

　　　　1緒言　　　　　 の糞便を同様に採取，予備実験に．用いた。こiLらの乳

　未熟児と成熟児とは形態的のみならず，その機能に　　　児は何れも下痢，腸管外感染等特別の疾患に罹患して

おいても多くの叢がある。乳児の腸内繭叢が栄養方　　　いなかつた。

法，栄養状態などによつて異り乳児に種々の面で大き　　　　　2）検査方法

な影響を及ぼしていゐことも周知である。従って未熟　　　　i）培養基及び培養方法

児の腸内菌叢につき各方面から検討を行うことは有意　　　　培餐法としては，嫌気性及び好気性培餐を用いた。

義と思われる。　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　何れも2％ブドウ糖加肝臓寒天（pH．7・2～7．3）平

　未熱児は成熟児に比ぺ，下痢に罹患しやすいとい　　　板を用いた。嫌気性培餐方法は，柳沢⑩の改良せる

う①一④。叉乳児の下痢罹患と腸内菌叢，就中L，　　Varney法による黄燐嫌気性培養法を用いた。

bifidusとの関係はしばしば強調される所である⑤一　　　　li）実施方法及び判定’

⑨。よって未熟児腸内菌叢の検討に当り，この点につ　　　　滅繭生理食塩水10ccに糞便の1白金耳をとり充分撹

き十分に検索するのは最も興味ある課題の一っと思わ　　押し，10倍連続階段稀釈した。そあうち103並びに

れた。未熟児腸内菌叢中本菌を中心としては丈献上数　　　101倍稀釈したものの1白金耳をとり，培養基にコンラ

氏の報告⑩一⑯を見出したが，腸内菌叢全般につき出　一ジ爾こて一様に塗机，7塒間嫌気性椴を行った

現率から精細な検索を行つた戒績は見出しえなかつ　　後取り出し培養基［二の葉落（約200～300）を対象とし

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形状，大きさ，色調，硬さ，透明度及び衰面の模様を細

　未熟児の腸内菌叢の検討をなすに当り，著者は以上　　　かく観察して分類した。同一と認められた集落中より

述べた所より，まつ，天然栄饗の宋熟児を対象として　　　1箇を鉤菌し，1部を再び培嚢基に壌布し，48時間好

本菌を含む腸内の各種細繭の出現率を検索したので蝕　　　気性培謎を行ない，偏性嫌気性と通性嫌気性とに区別

に報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　し，グラム染色と単染色で形態的検査を行つた。同時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に同定に必要な生物学的性状を検索して菌種を決定し
　　　　1　検査材料及び検査方法　　　　　　　　　　た。同定のため検索した生物学的性状の主なるものは

　　　ユ）検査材料　　　　　　　　次の如くである。エ・d。1反応，M，thy1・ed反応，

　検査材料は，昭和32年2月より昭和36年12月迄に信　　　Voges－Proskauer反癒、クエソ酸ソーダ培地発育試

州大学少児科に入院した天然栄獲の未熟卿5例（生下　　　験，硫化水素産生能，尿素分解能，各種糖分解能。こ

時体重2．5膨以下，生後11日～3ケ月）より無薗的操　　　れらの術式の細部は細菌学実習提要⑯に原則として準

作によって採取した糞便である。健廉な天然栄養の成　　　拠した。百分率をもつて出現率となし，その細茜叢の
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構成を表わした。又各菌種毎にその平均値を求め，平　 幽現率は51．5％を占めた。ISI　Veil！onella　parvulaは

均出現率とした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2例（21．8，48．4％，平均出現率4・7％）に，その他を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1例（1．2％，平均0．1％）に認めた。通性嫌気性菌の

　　　　皿　予備実験　　　　　　　　　　　　　　　　出現率も症例｛こより差が大きかつたが（0・2～100・O％）

　本法を用いて，未熟児の腸内菌叢の検索を行うに当　　　全例に認め，平均出現率は43・7％であつた。これを偏

り，予め健康な天然栄蕪の成熱児12例の糞便を材料と　　　性嫌気性噛の平均出現率と比べると，両者間に有意の

して，腸内菌叢の繊現率を百分率より検索した。その　　　差は認めなかった（危険灘5％，　t検定㌔又　その

結果を要約すれぽ第1表の如くであつた。即ち検索せ　　　主体をなしたものはColiform　baciiliで12例（1・4～

る12例の何れにおいても偏性嫌気性薗は圧倒的に多く　　　91．7％）に認め，平均出現率は35．5％を占めた。その

証明され（80．5～100％），平均出境率は94・3％であつ　　他耳nterococci（5例，0・6’－49・　2％・平均4A％）・

た。主体をなしたものは全例にみられたL，bifidus　　L．　acidophilus（3例，1・7～4・7％，平均0・6％、・

（74，1－－99・5％）で平均田現率は90・0％を占め，3例　　StaPhylococcus（4例，5・0～12・6％，平均2、1％），

にVeillonella　Parvula（6．1～21．3％，平均3．3％），　　Streptococcus（上例，1・2％，平均O・1％），　Fungi（2

1例にその他（分類不能）（12．1％，平均i．0％）を証　　　例，0．2，12．3％，平均O．8％），その他（1例，1。7

明した。之に反し通性嫌気性菌は10例に認めたが，全　 ％，平均0・1％）を認めた。

例はるかに低率（O．5～19．5％）で，平均出現率はro．・7　　　　　2）未熟，巳の腸内萄叢におけるLbifidus

％であつた。その内訳はCvliferm　bacilli（8例，　　　　　　出現率と生下時体重，検査時体重及び

O，5～3，3％，平均LO％），　Enterococci（3例，8．9～　　　　　　　月令

コ24％，平均2，6％），L．　acidophilus（2例，2．6，　　　　　i）　生下時体重との関係

15．6％，平均L5％，その他（3例，0．9～4、4％，平　　未熱児を生下時体重より2吻未満（6例，1・79～

均0．7％）であつた。　　　　　　　　　　　　　　　1・99惣）と2吻以上（9例・2・04～2・45kg）の2群に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分け，それぞれの群におけるLbifidusの出現率を

　　　　IV　検査成績　　　　　　　　　　　　　　　　比較した。前者では0～99・8％，平均出現＊・　31・8％，

　　　1）未熟児の腸内菌叢出現率　　　　　　　　　　後者では0～95．0％，平均出現率64，7％となり，平均

　天然栄養の未熟児15例の糞懲こつき，繭叢の百分率　　　出現率において後責は高率であつた。しかしt分布

を検索した成績を症例別に一活すれぽ策2表の如くな　　　により推計学的検討を行つた（以下の推計学的検討は

つた訓1ち轍嫌劉三萬は喉をのぞき全例に認めた　全て同．じ）ところ櫨の差は認めなかつた（鰍率

が，対象により出現率の差が大ぎく（2．4～99．8％｝，　　　5％）。

平均出現率は56・3％であつた。その主体をなしたもの　　　　ii）検査時体重との関係

は，L，　bifidusで13例（2．4～99．8％）に認め，平均　　　　未熟児を検査（採便）時体重より3惣未満（7例・

第1表　　　　　　ヲミ然栄養成熟児の腸内薦叢
　　　　　　　　　　　　　　　　（出現率，嫌気性培養）
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第2表　　　　　　 天然栄養未熟児の腸内薗叢
　　　　　　　　　　　　　　　　（出現率，嫌気性培養）
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第3表　天然栄養未熟児のL・bifidus出現率と　　　者では同じく0～99、8％，平均59．1％となつた。即ち

　　　　生下時体重，検査時体重及び月令　　　　　　平均出現率は後者で高率であつた。しかし推計学的検

平均出瑚騨偏差　討を行つたところ有意の差耀めなかつた・

生下時体重

検査時体重

検査時月令

2忽未満
2吻以上

3塵未満
3　leg以上

1月未満

1月以上

31．8

64。7

42，9

59．1

39．1

59．8

41．16

31．　95　　　　　　　冒

，　　iii）検査時月令との関係

　未熟児を検査時月令より1月未満（6例，11・V25日）

　と1月以上（9例，1月20日～3月）の2群に分け同
39・　65　様の比較をした。前老におけるL．bifid・・出現靴
38．04
　　　　　　0～95．e％，平均39．ユ％であり，後者では同じく0～

42・09　　　99．8％，平均59．8％となつた。即ち，平均出現率は後

33・80　　　者で高率であつた。しかし推計学的検討を行つたとこ

　　　　　　ろ有意の差は認めなかつた。

1．60～2，78kg）と3kg以上（8例，3．22－－5．521eg）の

2群に分け，同様の比較をした。前者におけるL．　　　　　　V　総括並びに考按

bifidus出現率はo～95・o％，平均42・9％であり，後　　　　未熟児が形態的のみならず機能的にも成熟児と異る
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こと，乳児の腸内菌叢が栄養方法，栄養状態などによ　　性菌ではL・bifidus，通性嫌気｛生繭ではColiform

り著しく異り乳児につねに大きな影響を与えるとされ　　bacil！iであつた。このうち後者ではEnterococciな

ることより，著者は未熟児腸内’菌叢にっき検索を加え　　　どのほか，少数乍らStaPhylococcus・St「ePtoc°ccus

その特殊性を明らかになすとともに，その意ii巽を考察　　　を証明したことは，予嫌実験として行つた成熟児の場

しようと考えた。第1階程として天然栄養の未熟児を　　　合に後2潜を証明しえなかつたことから注目された。

対象として，乳児の腸内における細菌中臨床的意義の　　　以上を要約すれば，対象の月令に差はあつたが・予備

強調されるL．bifidusを中心｝・こ腸内各種細菌の出現　　実験で得た成熟天然栄嚢児の成績を’ミランスのとれた

率を首分率より検討した。　　　　　　　　　　　　　　状態とすれば，これらの未熱児の腸内繭叢は対象とし

　手許の文献につき未熟児陽内菌叢中著者が本編に於　　　た各個体における差の一般に大ぎかつたこと，偏性嫌

て対象の一・つとしたL，bifidusに関するものをみる　　　気性薦と通性嫌気性菌の嵐現率に著しい差を認めなか

と，何れも天然栄養児を対象として，Sengenh。ff⑩　　ったこと，並びに成熟児には認めなかったものを認め

はその過半数にL．bifidusの減少を認め，　Seyf一　　たことより，等しく天然栄養なるにも係らずアン！ミラ

fa「th⑫は大腸菌が腸管上部へ増殖したものではL．　　ソスの状態にあると考えられよう。

bifidusが減少したと云い，　Mayer⑫は幼若例におい　　　　そこで著者はさらに未熟児間において生下時体重t

てL．bifidusの劣勢なことを述べ，　Hoffmann⑱は　　　検査時体重検査時月令を指標とし・天然栄養乳児で特

未熟児の菌叢は新鮮，煮沸人乳の何れで栄養される　　　に，意義が大きいとされるL・bifidusにつぎ・このア

際も上縦家と同様の傾向を示したという．しかし　ソ・・ラソスの状齢嫌した・そあ結果何れの場9ts

B「aUI1⑭によればFrisell⑯，　Haenel⑯の成績に於　　推計学的には有意差はえなかったが，生下時体重の少

て上記の所見は認められなかつたという。なおL　かつたもの，検鶴樋の少力・つたもの，検盤肺

bifidusと共に存在する他種の菌についてみるとHof一　　の若かつたもの蕊本繭出現率はいつれも他の群に比べ

f＿。麟沸乳の場舘燗齢どを多く訓した　解であつた・即ち・等しく未熟児にお・・ても鵬例

というが，他の報告では比較的簡単な記載に止つてい　　　に上述したアソバランスの状態の著しい傾向がみられ

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。

　そこで著三欝は肝エキス培地を用い，嫌気性及び好気　　　　如何なる理由によつて未熟児は，たとえ天然栄養で

性糠を併用し予め天然雌の灘1呪につき予備実　哺育した場合におし・ても・腸内菌蜘・上述の所勉塁

験を十分に行つたのち，同じく天然栄養の未熟児につ　　　し，かつ体璽では月令の少い例に・この傾向が著しい

き各種細繭の出現率を可及的精しく知るべく検索を行　　かは興味ある課題と思われる。その細部についてはさ

つた。培地として肝エキスを用いた理由は，天然栄養　　　らに詳細な検索にまたねばならないが・消化管よりの

児の腸内菌叢においては，L，　bifidusをはじめとする　　　各種分泌液，就中酵素，　pHあるいはLyS。zymなど

乳酸菌属の観察が重要であり，この目的には近年種々　　　における未熟児の特異性が考慮されるべきであろう。

の考案がされているが⑲一⑳，今回は各細菌の出現率　　又，このような所見を呈したことの示す意毅は・腸内

。搬を知るのが主贈であつたので，B1。。．。c・⑳　麟・鞭に灘す脚・ついての従来・識見⑳一

の発表した本馳を用いることNLた謙気性綴法　⑳に徴L，繍児の広麹機能と結んで湘すべきで

としてVarney一柳沢による黄燐法を用いたのは腸内　　　あろう。就中未熱児の下痢易罹患性に就てみるとL・

緬叢の検索轍として本法の卓齪る・とカ・総の　bifid・・の出現が低率であつた・とは，本齢他鮪

囎によつて明らかと諏ていt。eaよる⑳一⑳．予め　舗騨対して持っ瀞i欄鱒｝⑳淋に乳肝痢

行つた予備実験の結果，成熟児においてはL．bifidus　　症の発生と璽症化の1重要因子とされる大腸菌に対

を主体とする融嫌気踊班倒㈱勢を実証し本　す碓抗作用⑤⑳一⑰からみて互い燗連して説肌
法が著者の研究目的に適することを知った。　　　　　　やすいように思われる。この際同時にこれらの繭以外

　未熟児15例の糞便を材料とし，腸内菌叢を本法にょ　　　の各種細菌も当然関連し，それぞれの出現状況も問題

つて検索した結果，各個体により出現蹴は相当著しい　　　とさるべきであろう。このことは，煮沸人乳で栄養し

動揺を示した。偏性嫌気性薗と通性嫌気性薗に大別　　　た未熟児には対照とした新鮮人乳栄養児に比べ・消化

　し，両者につき平均出現率を比較すれば，それぞれ　　不良症と病原大腸菌感染の多発をみたが・L・bifidus

56．3％土36．、（。），・・．・％士36，4で酵間曙い・　に嵯を認めなかつたとのH・ffm・皿⑬らの輔，

差は認めず，推計学的にも有意の差はえなかった。又　　　あるいは乳児期の下痢発生準備素因としての腸内菌叢

それぞれにつき最も多く見られ燃鰍，lrl性獺　全般に紺る・…ラソスの意嚢縦べ儲網⑳の
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見解などによっても裏付けられよう。　　　　　　　　　　des（F．　Linneweh），290，　Springer，1959．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑯Frisell，　E．：Acta　paediat．（UpPsala）SupP1．

　　　　W　結　　語　　　　　　　　　　　　　　　　80：1951．cit．⑭．　⑯Haenel，　H．　et　al：Arch，

　嫌気性培獲（Varney一柳沢法）を用い，天然栄養　　　Kinderheilk．ユ57：226，1958．　cit・⑭　　⑰柳沢利

成熟児の糞便を材料として，腸内菌叢を細菌の出現率　　　喜雄。他：千葉医誌，11：1002，昭8．　⑯細菌学実

から検索せるに偏性嫌気性菌は圧倒的に多く，その主　　　習提要（伝染病研究所学友会編），丸善，昭34・

なものはL・bifidusであり，通性嫌気性菌は著しく　　⑲Gallenberg，　H．　et　al：Acta　Path・Microb・

少かつた（平均出現率：各94．3％，90・0％，5・7％）。　　　Scand・42；380，1958．　　⑳Ha「dley　E：本間

　本法により天然栄養の未熟児15例の腸内菌叢を検査　　道，　日児誌　57：918・昭28よ、り引用・

し，次の結果をえた。　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳Rogosa，　M．　et　al：J，　Bact・62：132・1951・

　1）　偏性嫌気性薗と通性嫌気性菌につき平均出現率　　　⑫Temarelli，　R．　M　et　a1：J・Bio1，　Chem・181：

をみると，それぞれ56、3％と43．7％で両者の間に著し　　897，1949．　㊧Norris，　R．　E．　et　a1：J．　Bact．60：

い差はなかつた。又何れの場合も各個体における出現　　　681，1950．　㊧Hassinen，　J．　B，　l　J．　Bact・62：971・

率には大きな差を認めた。　　　　　　　　　　　　　】951，　⑳Blaurock，　G．：Mschr．　Kinderheilk．68：

　2）　偏性嫌気性菌中最も多く認めたのはL。bifidus　　304，1937．　⑳村田文也：日児誌，58：298，昭29・

（平均出現率51．5％）で，通性嫌気性菌中最も多く認　　⑳勝又俊太郎：日児誌，58：893，昭29・　⑳高橋恒

めたのはColiform　bacilli（同35．5％）であった。少　　夫：日児誌59：783，昭30・　aSLiebsche「，　S：Z・

数にはStaphylococcus，　Streptococcusなども認　　　Kinderheilk，85：265，ユ961・・　⑩Thurau，　R：

めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mschr．　Kind色rheilk．103：176，1955，　⑳諸橋健

　3）　L．bifidusの出現率と未熟児の生下時体重，検　　　雄・他：小児科臨床，13：363，昭35・　⑳野竿賛治；

査時体璽，月令との関係を検討し，出現率は体重又は　　国民衛生，1：8，大13・　⑳直宮勝美：千葉医誌，15；

月令の少いものに低い傾向を認めた。　　　　　　　　　2545，昭ユ2．　⑭arlil　eq　信：日児誌，56：7ユ，昭27・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊥岩井千之：日本細菌学雑誌，475：641，昭10・

　稿を終るに臨み御指導と御校閲を賜つた吉田教授，　　　⑳矢吹習一：日児誌，58：871，昭29。　⑰諸橋健雄・

鶉灘難鮮瀬’た本学剰H講室田他・小児科診療・2i・・377・醐麟健馳
本轍硬旨聯・2・回躰・」・児f・｝学会鯨肪会　小児科臨床・9’　385，　RB31・＠諸橋麟゜他：小児

（昭和35年1月）において発表した。　　　　　　　　　　科臨床，11：310，昭33・
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